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海浜域漂流実験（間瀬海岸）について

鈴木和則，浦高晃，峯正之第九管区海上保安本部水路音11

Drift Experiment in the Reg-ion of Seashore (Mase Beach). 

Kazunori SUZUKI, Takaaki URA and Masayuki MINE Hydro. Dept., 9th R. C. G. Hqs. 

1 はじめに

近年，第九管l天海上保安本部管内における海難の

傾向として，釣りや海水浴等のマリンレジャー関係

者の海浜域での死亡・行方不明者が多くなっている．

しかし，これら海浜域の流れに関するデータは少な

く，特に水深！Om以下の海域でのデータは皆無であ

る．

水深！Om以 I、の沿岸に）Iiい海域では，巡視船等搭

載のADCPでは計iQiJできず，通常の係留系による長

期観測は，天候がよければ可能だが，一旦海が荒れ

ると波の強い力でアンカーごと亡失してしまう等の

リスクが大きいので，今まで試みられた例はない．

潮流のみをターゲットにするのであれば，沖合に

長期観測点：を設け，その周りに一昼夜観測点を展開

する方法があるが，日本海の潮流は a様lこ ~5 ＜，概

ね対馬i暖流系の海水流動の影響iを大きく受けている

ため，海流の影響が大きい流れの変化を観測するに

は，沿岸部での昼夜観測というのは，あまり的確

な方法ではない．

そこで，今回初めて漂流ブイを用いた観測を行い，

沿岸部の流れの実態を抱援することとした．

2 観測の概要

2 .1 観測海域

今回の漂流実験海域は，統計的に沖合海域で安定

した流況を市しており，イ寸近に15昼夜連続鋭証明によ

るデータもあり，昨年死亡事故が起きている新潟県

商務原郡岩室村の間瀬海岸（問淑F村海水浴場）付

近で行った．

漂流実験に先立ち，珠洲山，，北西方沿岸測量・沿岸

流観測に向かう途中の減量船「天洋jの協力を得て

付近のADCP観測を実施した．第I図には， illll量船

「天洋jで実施したADCP観測線を示す．

第2凶には，平成12年（2000年）の1年間のADCP

データを2分メッシュでベクトル平均したデータを

示す．

1年分を平均したことで，大部分の海域で0.3ノッ

ト以下となり，時宅問的特性が失われた結果となっ

ているが，上越i中から閑i額計I＇までの沿岸に近い海域

では，岸線に沿う形で， 0.7～ 1.5ノッ｜の北北東流

が存在している．

15昼夜連続観測によるデータは，新潟県巻・1・木事

務所が，矢川放水路iJt用時の河川！潟水拡散による海

域への影響を予測するための基礎資料として，平成

12年（2000年） 7月20日から 8月3日まてすtった観
測の報告書から引用させて頂いた．（平成12年度矢川

放水路吐口胤辺潮流調査等業務委託報告書）

illll点及び流速別流向頻度分布凶を第3図に示す．

この期間中は，はほ北北東流の傾向であり，各点

の最大値は， 1.3～1.8ノソトを観測している．

2.2 観測期間

平成13年（2001年） 6月12Fl' 13日

（測量：船「天洋jのADCP観測は， 6月11日）

2.3 観測者

（現地作業）

第九管区海上保安本部水路音11水路諜

鈴木和lliJ，浦高晃

（漂流ブイ監視）

第九管灰海上保安本部水路古11水路課

主主正之
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第 l図測量船「天洋Jの観測線
Fig. 1 Survey line of the survey vessel Tenyo. 
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第2図 ADCPデータによ る2分メッシュ流向流速分布図

Fig. 2 Distribution map of current directions and velocities 

arrayed in 2’mesh for ADCP observations. 
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第3図 15昼夜観測点と流速別流向頻度分布図

Fig. 3 Stations for 15 days observation and current rose diagrams. 

2.4 観測の方法

海浜域の流況を把握するために，写真1の小型船

を使用して，陸岸から約300Ill及び約900mの場所に

細工 した漂流ブイ（写真2，ゼニライト社製オーブコ

ムシステム対応型漂流ブイ ZTBRl）各l個を投入

し，プイが漂流する位置を30分毎に測定した．この

漂流ブイのシステムは，ブイに内蔵された GPS測

定装置によ り測得した位置データを衛星を経由して

陸上のユーザーへ配信するものである．

なお，漂流ブイ自体に海水の流圧を捉える効果を

上げるために， 写真2のよ うなキャンパス地を加工

して足を付け，海中で）｛が聞かないようにシャツク
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写真 l 使用した小型船

Photo. I Boat used for observation. 
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写真2 漂流プイの加工
Photo. 2 Preparation of the drifting buoy. 

写真3 漂流実験用人形と漂流ブイ
Photo. 3 Puppet for drift experiment, and drift・ 

ing buoy. 

ルで‘足先を纏めた．また，漂流ブイを回収しやすく

するため先取りプイ（写真2の黄色いブイ）を長さ

2m，直径6mmのロープで繋いだ．

当初の計画では，海水浴場前面に漂流ブイを繋い

だ漂流実験用人形（担巾重量約50kg，物体の水面下

と水市上の断面積比A/B=O.lに調柊，写真3）を流

すとともに，同時に漂流実験用人形投入位置から約

500～1,000 m沖合に，同じ断面積比A/B=O.lに調

整した漂流プイを投入する予定であった．しかし，

6月12円はうねりが大きく ，また，6月13日は風浪

が高〈海水浴場前面に近づけなかった．そのため高

い波のある港外での重い漂流実験用人形を取り扱う

ことは危険である と判断し，港内で鋒の調整作業の

みを実施した．

Vol. 20. 2002 

3 漂流実験の結果

3.1 沖合の流れ

第4幽に，新潟から間瀬沖を通り西へ向かった 6

月11日の測量船「天洋」及び6月12円に新潟から北

北西へ向かった巡視船「やひこJによる梅雨ード8111

層のADCP観測データを示す．

測量船「天洋jのデータは，新潟wが東流約0.2ノッ
ト，西へ向かうにつれて南流から南西流の0.2～0.5

ノットが観測されている．間瀬irj1は北北東流で

0.2～0.4ノットを示し，間へ向かいこ従って束流へ

変化している．巡視船 「やひこJのデータは，新潟

沖では西流約0.8ノットで，北上するにつれ弱くな

り，38度05分以北で、は東流に転じている．

3.2 実験結果

6月12円及び13日の漂流プイの位置移動距離，速

度及び気象結果をそれぞれ，第1.1表，第1.2表に示

し，漂流ブイの軌跡を，第5.1図，第5.2閃に示す．

第1.1表，第1.2表の風向 ・風速は，気象庁の地域気

象観測システム（通称，アメダス）の寺泊の風向及

びj副主の3倍である． 3倍している理lbは，平成13

年度第1次海流観測時に実施した海上風とアメダス

風との比較から導き出したものであるが，今回，風

i良等の海面状況から判断して妥当な値と思われる．

第6図に，平成13年度第 1次海流観測時に実施した

海上風とアメダス風との比較を示す．
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第4図沖合のADCPデータ

Fig. 4 Current in offshore observed by ADCP. 
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第1.1表漂流ブイ実験結果（ 6月12日）
Table 1.1 Result of drifting buoy experiment (June 12）目

E奇智l 緯度 程度
度 分 秒 度 分 秒

11日日 37 44 43.1 13自 47 33.4 
113日 37 44 47.4 138 47 27.2 
1200 37 44 58.2 138 47 24.0 
123日 37 45 6.8 13日 47 21.8 
13日日 37 45 11.9 13日 47 19.7 
133日 37 45 14.0 138 47 22.6 

時刻l
緯度 程度
度 分 秒 度 分 秒

11日日 37 44 45.6 13日 47 14.6 
113日 37 44 57.5 13日 47 8.9 
120日 37 45 8.3 13日 47 4.9 
1230 37 45 15自 138 47 7.1 
130日 37 45 19.1 138 47 7日
133日 37 45 2日2 13自 47 6.7 

時五I) 緯度 経度
度 分 秒 度 分 秒

14日日 37 44 日9 138 47 2自。7
143日 37 44 8.2 138 47 29.8 
150日 37 44 5.3 138 47 3日1

自寺霊I)
緯度 経度
度 分 秒 度 分 秒

14日｛］ 37 44 52.8 138 47 42.7 
1422 37 44 47.4 138 47 4日8

8寺靭j
緯度 程度
度 分 秒 度 分 秒

1430 37 45 4.0 138 47 47.4 
15白日 37 44 55.7 138 47 45.6 
1530 37 44 4自5 138 47 40.9 

6月12日は，北の風が午前中弱〈，午後からやや

強くなってきた．海上は，北からのうねりがあり，

目的の海水浴場付近では， うねりが浅海波となり波

のIIIが崩れる状態で，ボ｝トは近づけなかった．ま

た，漁港南側てやは， うねりが防波堤にぶつかって反

射した波とうねりとが重なり三角波が発生してい

t~、

漂流ブイは，北緯37度44分43.1秒，東経138度47分

33.4秒にひとつ，及びその沖合い北緯37度44分45.6

秒，東経138度47分14.6秒にひとつ投入した．打開jの

プイは， 11時～12時の聞は北西へ0.4ノット， 12時

～13時30分は北へ0.1ノットで流れ，海水浴場1"1）の7'

イは， 11時00分～11時30分は北凶へ， 11時30分～13

時00分は北北西へ0.3ノット，13時00分～13時30分は

移動距離 速度 方向 風向 風速
（干イI~ 。」ト/j.〈ノッ日 句eg) m/s 

N 3 
。12231.2 0.25 305.2 
。19348.0 0.3自 343.3 NNW 3 
日15274.9 0.3日 346日
日日告 169.3 0.18 336.8 N 6 
0.06 111.1 日12 53.1 
〈平f母 自25 276.9 

移動距離 速度 方向 風向 民連
｛干イ/j.。】f/j.(hト） <deg) m/s 

N 3 
0.22 4臼7.5 0.44 334.1 
0.19 355.1 0.38 339.9 NNW 3 
日13242.7 0.26 15.9 
0.06 102.4 日11 12.5 N 6 
日日3 47.1 。日5 315.日
〈平均b0.25 2日3.5

移動距離 速度 方向 鼠向 風速
（干イI~ 。』トL(hト） 白eg) m/s 

N 6 
0.02 4日1 日04 123.7 
0.05 89.6 。10 172.9 NNEl 6 

〈平均b0.07 148.3 

移動距離 速度 方向 鳳向 IR速
（干イ/j.（メ」トJI.Uット） <deg) mis 

N 自

0.1日 176.8 0.26 199.5 

移動距離 速度！方向 i風向｜風速
（干のL。」トレ υヅトll~ゴeg) l jm/s 

日14 261.5 自28192.3 INNE I 自
且14 265.1 0.29 213.0 
〈平:15))自28 202.6 

北東へ0.1ノットで流れた．

午後は， 14時頃に漁船が一斉に帰港するとのこと

で，漁港口を避けて，漁港の北と南にそれぞれブイ

を投入した．

漁港北側には，最初海水浴場に近い場所に投入し

たが， i皮が高〈揚収ができなくなりそうな海域へ流

れていったため揚収して，きらに北1~Uに投入しなお

した．ともにプイは，南南西へ約0.3ノソトで流れた．

漁港南Mへ投入した7イは，ほぼ南へ0.1ノットで

流れた．

6月13日は，北寄りの胤が強〈，海上はうねりは

なかったが，高き0.5～1.0メートノレ程度の風浪があ

り，ボートでの作業は附難を認めた.12日のように，

海上がうねりだけの場合， 500～600メート／レ離れた

1°'1ー
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第1.2表 漂流ブイ実験結果（6月13日）
Table 1.2 Result of drifting buoy experiment (June 13). 

時五IJ
度

1100 37 
1130 37 
1200 37 

時~IJ
度

, 130 37 
1132 37 

時表IJ
度

1137 37 
1200 37 
1230 37 

時表IJ
度

1400 37 
1430 37 

時五IJ
度

1400 37 
1430 37 

IL•'l 

緯度
分 秒
44 30.5 
44 24.0 
44 14.6 

緯度
分 秒
44 47.8 
44 46.7 

緯度
分 秒
45 1.0 
44 49.6 
44 39.1 

緯度
分 秒

44 1.3 
43 49.1 

緯度

分 秒
44 3.5 
43 52.0 

l!iOI臥
’t泊ru
l'I・ilH

間制

度

138 
138 
138 

度

138 
138 

度

138 
138 
138 

度

138 
138 

度
138 
138 

程度 移動距離 速度 方向 風向｜風速
分 秒 ｛マイル （メ』卜ル U.J卜） Gゴe~ lrn/s 
47 10.7 NNE I 9 
47 5.6 0.14 253.4 0.27 217.9 
46 59.2 0.19 351.4 0.38 214.7 INNE I 6 

〈平1幼 0.33 216.3 

程度 移動~e E速度方向風向風速
分 秒 （マイル（メ』トル〈ルト.） (de~ 111/s 
47 43.8 
47 42.6 0.03 49.4 0.80 228.5 

程度 移動距離速度方向 Tm.向I風速
分 秒 ｛マイル 。』卜-i~Hh ト·＞I <dee:) I lm/s 
47 43.9 
47 40.2 0.20 371.1 0.32 197.9 TNNE I 6 
47 33.0 0.21 391.5 0.42 214.6 

〈平t幼 0.37 206.3 

程度 移動距離 速度 方向 風向 風速
分 秒 （マイル 以』NレU外） (deg) 111/s 
47 16.8 NNE 9 
47 10.0 0.23 432.8 0.47 209.2 

経度 移動距離 速度 方向 風向 風速

分 秒 （干イI~ （メ』 ~I~ υヅト） (deg) 111/s 
47 27.2 NNE 9 
47 21.1 0.22 402.6 0.43 208.0 
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第5.1図漂流ブイの軌跡（ 6月12日） 第5.2図漂流ブイの軌跡（6月13日）

Fig.5 .1 Trajectories of drifting buoys (June 12). Fig.5. 2 Trajectories of drifting buoys (June 13). 
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第6図 アメダス風と海上風の比較
Fig. 6 Comparison of the winds by Automatic 

Meteorological Data Acquisition System 

and in situ observation. 

ボート上から波間に漂流ブイを視認できたが，13日

のj利良の場合，300メー トルも離れると漂流プイを祝

言tできかった．

13 LIのプイは， 12Flと異なりすべての場所で南由・

西へ0.3～0.5ノットで流れた．

4 考察

4.1 間瀬付近の潮流

前述の，平成12年度矢川放水路l止円周辺潮流調奈

等業務委託報告書によると，今阿の観測海域に最も

近い観測点St.2の2.5m層では，u周潮型のi靭型を

示し主要4分i弱！の和は0.16ノットである.St. 2の2.5

m層の恒流（平均流）成分が0.55ノットであるので，

恨流の流速が潮流の約3.4倍の大きさであり，他の観

測j点でも同様に恒流が潮流の2.8～5.9倍の大ききと

なっている．このことは，この海域で潮流の影響は

小さいことを意味する．

第7図に， G月llu～13日のSt.2 (2. 5 m層）に

おける潮流推算曲線を示す．グラフ杭－軸は時刻を示

し，縦軸はプラスで46度方向， マイナスで2261支方向
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Fig. 7 Prediction curves of tidal current. 

への流速を示している．

漂流実験を実施した12R, 13日の10時～16時の時

間帯は，ともに北東流0.1ノット以下の潮流があった

ことになる．

4.2 実験結果カ、ら見る間瀬付近の流況

この実験で観測された流況には，次のような特徴

が見られた．

6月11日のADCPデータで，間瀬付近だけが北流

を示し，その北方では南流であること．

6月12日午前中のブイの流れが次第に弱くなって

いること．

6月13日のプイの流れがすべて南流であること．

以上のことから佐波海峡付近の海流が，北東流か

ら南阿流に変わる過程の流況であったと考えられ

る．

第8阿は，想像される流況の変化の様子を模式図

で示したものである．

第9図には，間瀬付近を含む佐渡海峡の流況把濯

の参考として，漂流実験前後の能登半島から入道埼

に至る日本海中音IS海域の海流図を示す．
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第8図流況模式図
Fig. 8 Conceptual patterns of current conditions. 

第9図 日本海中部海域の海流図（漂流実験前後）

Fig. 9 Ocean currents in the middle area of the 

Japan Sea (before and after of Drift 

Experiment). 

5 最後に

昭和59年（1984年）の観測成果を，「日本海におけ

る海流変動と沿岸流への影響J（小田巻， 1987）とし

て取りまとめられた報告書に，今回の実験結果と類

似した記述があるので，ここで紹介する．

第10図は，昭和59年 (1984年） 10月下旬から11月

上旬の観測ljによる佐渡海峡の日平均流のパターンを

表したものである．佐渡海11決全休で続いていた北京

流が11月10日からまず新潟沖で、西流に変わり， 15日

には完全に南西流になっている様子がわかる．

また，この報青書の中では， i朝j位と水温について

のパターンを考察している．これによると，潮位に

ついては，巣島の月平均湖｛立が109.Scmのと き，日平

均値が120cm（平均潮位の約＋lOcm）に近いときは，

全域て、北東流， lOOcm（平均潮位の約一lOcm）に近い

ときは，全域で出ないし南西の流れを示しており，

また水温については，水温の変化と流汎に関係があ

ると示唆している．

Vol. 20. 2002 

これを参考に，平成13年（2001年）6月の当本部

所管の粟島験潮所，国土地理院所管の柏崎及ひけ、木

験i初場の湖杭データ及び新潟市水族館，寺i白水族博

物館，上．越市立水族博物館のノjく温データについてそ

れぞれ比較してみた．

第11凶に各験湖所の月平均値からの潮位偏差及び

粟島の月平均値からの気圧偏差を示す．

南阿流が確認された 6月12LI～13日は，粟島のi朝

イ立偏弄．はマイナス傾向にあるものの際だった特徴は

見当たらない．ただし，小木と柏崎の潮位偏差は，

10 H～25 LIまでは小本の方が高くなっており，特に

13 R～19 l:Jの莞は大きく ，この時期佐渡海峡では，

南西流であったと考－えられる．

第12図に新潟，寺泊，上越の各水族館で計測され

た水温の時系列変化を示す．水温の計・iRIJは，各水族

館とも，概ね岸から200～300111沖の水深約6mの海

域で，海面下3～4mの海水を採取して受水槽に送

る｜禁に行われるので，完全な現場の水温ではないが，

水温変化のH安としては利用できる．南西流が確認

された6月12日～13日のうち， 6月12日は各水族館

ともに前Uまでの水温より約2℃の降温が観測され

ており，6月の新潟の気象を見る限りでは，気温変

イじゃ降水量変化の影響は少ないと，思われるので，対

馬暖流沿岸分支流による聞からの暖かい海水の供給

が途絶え，北方からのやや冷たい海水が佐渡海峡内

に入り込んだ影響による降温と思われる．

今回の実験は，昭和59年 （1984年）の観測と比べ，

規模も小さく期間も短いため佐渡海［庚の流況と潮

位，水温について十分な知見を得ることはできな

かったが，佐渡海峡の流れが北東から南阿に変化す

る場面に遭遇できて，様々な考察ができたことは今

後の佐渡海峡の流況や観測の仕方を考える上で有益

であったと思う．

また，海水浴場前向の流れを把握しようと漂流実

験を実施したが，悪天候のため海水浴場に近づけず，

初期の目的を達成できたとは言い難い．今後は，漂

流実験の方法等を再考し，海浜域の流れの把握に努

めたい．
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第10図 日平均流パターンの変化

Fig.10 Change of daily mean current pattern. 
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Fig.12 Change of the water temperatures around 

Sado Strait. 第11図佐渡海峡周辺潮位の変化

Fig.11 Change of daily mean sea level around 

Sado Strait. 
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